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O
鍛
冶
幸
昌
侮

加
越
能
鍛
冶
由
来
考
に
一
試
ふ
。
幸
昌
は
加
州
市
崎
川
崎
十
A
E
の
流
陀
て
.

幸
品
五
郎
右
衛
門
と
放
す
。
共
子
二
代
幸
畠
加
兵
衛
と
一
耳
ひ
、
共
子

三
代
幸
昌
藤
右
術
門
と
一
宮
ふ
と
。
刀
鍛
冶
系
凶

K
は
、
品
班
延
路
左
衛

門、

天
文
之
頃
加
州
民
居
住
し
、
北
ハ
子
金
基
五
郎
助
、
共
子
幸
昌
加

兵
街
、
共
子
品
中
日
藤
右
衛
門
貞
享
之
比
在
生
。
と
あ
り
て
.
点
卒
元

年
八
月
の
鍛
冶
取
網
牲
に
‘
品
中
島
を
下
作
の
中
に
戦
せ
た
り。

卒
保

五
年
都
府
へ

の
上
申
牲
に
、
幸
邑
藤
右
街
門
、
加
州
藤
嶋
友
重
流
民

て
・
祖
父
幸
昌
五
郎
右
術
門
よ
り
常
拳
臼
ま
で
三
代
家
業
相
続
・
今

以
打
物
細
工
仕
。
と
載
せ
ら
れ
・
同
年
五
月
幸
昌
勝
右
衛
門
の
由
秘
書

k
・
組
父
幸
昌
五
郎
布
街
門、
合
図
践
的
友
重
之
弟
子
筋
、信
友
茂
左

衛
門
之
弟
子
K
て
、
関
治
三
年
病
死
。
父
幸
昌
加
兵
街
、
微
妙
公
の

甥
K
て
、
藤
右
衛
門
よ
り
致
=
仰
一
授
-
打
物
細
工
仕
。
と
紙
せ
ら
れ
、
同

年
正
月
の
山
締
役
に
も
‘
を
ぢ
幸
白
勝
布
術
門
K
M刷
工
習
開
く
と
あ

り
て
、
幸
畠
の
別
家
也
。
此
の
子
孫
辿
糾
し
.
貸
出
四
元
年
の
取
例
mu

k
.
包
股
木
下
勝
助
と
あ
り
。

る
べ
し
。
是
も
幸
昌
の
別
家
也
。

。
鍛
冶
金
一
一
品
偲

刀
鍛
冶
系
図
医
、
食
延
藤
左
術
門
、
共
子
殺
裏
五
郎
助
、
共
子
幸
品

加
兵
術
、
此
弟
殺
甚
法
九
郎
、
米
退
測
。
と
あ
り
。
按
や
る
に
、
点

字
元
年
八
月
の
鍛
冶
取
調
書
K
.
去
十
昌
命
、
哀
を
下
作
の
中
に
峨
せ
た

れ
ど
.
平
保
五
年
の
取
調
山
口
等
陀
共
の
名
な
し
。
既
に
絶
え
た
る
な

O
鍛
冶
信
友
侮

幸
白
と
あ
り
。

刀
鍛
冶
系
聞
に
云
ム
。
元
組
信
友
、
京
信
国
之
末
、
天
王
十
二
年
加

州
k
t
m位
す
。
二
代
信
友
、
出
血
長
・
元
和
之
頃
也
。
=
一
代
信
友
茂
友
術

門、

究
永
の
頃
也
。
四
代
信
友
平
右
街
門、

俊
安
之
比
也
。
五
代
信

友
伊
兵
街
.
点
字
之
比
存
生
。
と
あ
り
て
、
貞
卒
元
年
八
月
鍛
冶
取

調
舎
に
、
信
友
を
ば
中
作
の
中
に
載
せ
た
り
。
卒
保
五
年
幕
府

へ
の

上
申
牲
に
、

信
友
太
郎
右
衛
門、

加
州
族
的
流
に
て
.
父
信
点
太
郎

右
街
門
よ
り
家
裁
致
-一相
純
一
今
以
打
物
細
工
仕
。
と
戦
せ
ら
れ
.
同
年

時
打
物
被
=
仰
付
一
延
賓
六
年
病
死
。
と
あ
り
。
此
の
子
孫
連
総
し
・

貧
困
町
元
年
の
取
調
舎
K
‘
幸
昌
木
下
総
右
衛
門
と
見
h
・
天
明
三
年

の
飛
鳥
川
紀
花
、
御
刀
鍛
冶
二
拾
依
三
人
扶
持
鍛
冶
町
木
下
八
太
夫

O
鍛
治
包
皮
傍

平
保
五
年
幕
府
へ
の
上
巾
ムM
M
K
、
包
閉
山
仁
助
は
、
幸
白
勝
右
衛
門
之
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